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本書は1998年から発刊しています。一般メディアでは入手できな
い情報が満載です。1998～2002年版（各1500円）、2004 ～2012年
版（各1,800円）、2013 ～14年版（各2,000円）もぜひお手元に！

ピースデポ
出版物の
ご案内

★ピースデポ出版物を購入ご希望の方は、
　事務所までご注文ください。（送料別）

TEL	 045-563-5101　
FAX	 045-563-9907　
E-mail	office@peacedepot.org 

「ピースデポ20年のあゆみ」
―ピースデポの取り組みがこの１冊に!
2018年8月刊
A4版、36ページ。カラー
写真多数。
価格：300円＋送料82円

★年ごとの年表とハイ
ライト   
★要約年表  
★主な取組み
★受賞      
★出版物リスト
★歴代役員  ★協力者 など　　

●「核軍縮・平和2014」

監修：梅林宏道
編集長：湯浅一郎
A5判 356ページ
2000円＋税
発売元：高文研

★特集：核兵器：非人道
性から禁止の法的
枠組みへ

★特別記事：「安保政策の大転換」にどう向
き合うか（吉田遼）／民主主義の主体と
情報（梅林宏道）／NPT準備委における新
アジェンダ連合の訴え（パトリシア・オ
ブライエン）

★49のキーワード、48点の一次資料

【情報誌】
『核兵器・核実験モニター』

主筆：梅林宏道
編集長：湯浅一郎
★核軍縮、地域安全保障、国際的なNGO活
動などのホットな情報、一次資料を満載。

毎月2回（1日、15日）発行。
年間購読料12,000円（学生
割引あり）

【イアブック･バックナンバー】

●「核軍縮・平和2015-17」

監修：梅林宏道
編集長：湯浅一郎
A5判 360ページ
2000円＋税
発売元：高文研

★特集：核兵器禁止条約
の交渉へ

★特別記事：「暗い時代を超える知と力を求め
て（遠藤誠治）／核なき未来へ前進する道

（ダグラス・ロウチ）／北東アジア非核兵器
地帯へ包括的アプローチを（田巻一彦）／
★41のキーワード、54点の一次資料
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●『8月6日の蒼い月 
爆心地一・六kmの被爆少女が

世界に伝えたいこと』
橋爪 文  著
　
1500円＋税
コールサッ
ク社
2017年

★閃光は、七色の光線の束が
百も千も集まった鮮烈な放
射光で、目が眩む美しさでも
あった−。被爆体験、ヒロシマ
やそこに生きた人びと、７０
歳前後からの海外ひとり行
脚、２０１１年３月のフクシ
マ、そして現在を随筆風に綴
る。

ピースデポ
関連書籍

●「非核兵器地帯
― 核なき世界への道筋 」

梅林宏道　著
四六判200ページ
1800円＋税
岩波書店　2011年

★どうすれば私たちは
核兵器の呪縛から自由
になれるのか。その人

類的な課題への現実的な解答の一つが、非核
兵器地帯にほかならない。すでに地球の南半
分で「核なき世界」が実現され、北半球への拡
大が始まっている。日本は北東アジアで非核
兵器地帯を築けるのか。ライフワークとして
取り組んできた著者の初の概説書。

●「在日米軍
変貌する日米安保体制」
                                                                                                                              
梅林宏道　著
新書判276ページ　
880円＋税　
岩波書店　2017年

★「専守防衛」と言い
ながら在日米軍の攻
撃力に依存し、「唯一
の被爆国」と言いなが

ら米国の核兵器で日本を守る――「戦後の平
和主義」を直視せよ。「緊密で良好な日米関係」
という位の意味合いで受けとめられる「日米
同盟」の内実は? 前著から15年。世界展開する
現在の在日米軍の全貌を直視し、軍事力によ
らない安全保障を模索する。 

●『核廃絶へのメッセージ
ー被爆地の一角から』

土山秀夫  著
　
1000円＋税
日本ブック
エース
2011年

★核兵器を廃絶するために
は何が必要か。被爆地から全
世界に向けて元長崎大学長が
訴えつづける。ピースデポ「核
兵器・核実験モニター」の連載
エッセー「被爆地の一角から」
の書籍化。

●『亡国の武器輸出
防衛装備移転三原則は何をもた
らすか』

池内了、青井
美帆、杉原浩
司 編
1650円＋税
合同出版
2017年

★戦後70年「戦争をしない
国」を築き上げてきた日本。
政府も「武器輸出禁止三原
則」を「平和国家であること」
の基本原則と宣言してきた。
ところが『防衛装備移転三原
則』により軍需産業強化の政
策が進められ、軍産学複合体
が動き出している。

「武器輸出大国」への進行を
食い止めるため、いま、何を
なすべきか! 


